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      論 文 の 要 旨（2,000 字程度） 
























































      審 査 の 要 旨（2,000 字以上） 
 
【批評】 










2. Popper 研究者は、Popper 前期と Popper 後期とは断絶を感じさせると論じてきたが、本論文では
客観的知識論、反証可能性、開かれた社会の三つの理論を統合的に捉え直し、その断絶を埋めるこ
とに成功している。著者は Popper 研究そのものには踏み込んでいないと本文中において断ってい





















































平成 27 年 1 月 21 日に、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席
のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、「図書
館情報メディア研究科博士後期課程（論文博士）の学位論文審査に関する内規」第２３項第３号に基づ
く学力の確認を行い、審議の結果、審査委員会全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
 よって、本学位論文の著者は博士（図書館情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
